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令和５年度国際環境協力基本研修 実施要綱 

 

                                                                環境省環境調査研修所 

１．目 的 

途上国由来の環境負荷が大きくなっていることから、地球環境問題や広域環境問題の解決には国際環境協

力が重要であり、国及び地方公共団体等、各主体の取組が求められている。このため、環境に関する行政又

は分析業務を担当している職員であって国際環境協力に関心を有する者に対し、講義、関連施設見学を通じ

て国際環境協力に関する基本的知識を習得し、国際環境協力への関心を高め、国際環境協力への参加の動機

付けを目的とした研修を実施する。本研修では、国際環境協力の先進地である北九州市の豊富な知見を共有

し、国際環境協力の問題や課題について討議するとともに、研修生間の交流を通じて、相互啓発及びネット

ワーク形成を図る。 

 

２．期間及び会場 

   本研修は、指定の期間に講義動画を全て視聴した上で、北九州市に集合し実施する。 

(1)期 間 

全体：令和６年１月22日（月）～２月２日（金） 

    動画視聴期間：令和６年１月22日（月）～１月30日（火） 

    集合研修期間：令和６年１月31日（水）～２月２日（金） 

(2)場 所 

①講義等 

タカミヤ環境ミュージアム （北九州市八幡東区東田2丁目2-6） 

  JICA 九州（独立行政法人国際協力機構九州センター） （北九州市八幡東区平野2丁目2-1） 

KMMビル （福岡県北九州市小倉北区浅野2丁目14-1） 

    ②現地見学 

     タカミヤ環境ミュージアム （北九州市八幡東区東田2丁目2-6） 

③宿泊先 

アパホテル小倉駅前 （福岡県北九州市小倉北区浅野2-14-65）  

                 

３．教科内容      ３頁のとおり 

 

４．研修予定人数    ３０名程度 

 

５．受講資格 

次の各号のいずれにも該当する者とする。 

(1) 国及び地方公共団体等において環境に関する行政又は分析業務を担当している職員で、国際環境協力

について関心を有する者 

(2) 研修受講に支障のない健康状態にある者 

(3) 所属長の推薦を受けた者 

 ※所属機関の端末から、研修所YouTubeチャンネルへのアクセスが可能であることを確認の上で申し込むこと。 

 

６．研修生の推薦の有無 

     研修生を推薦する場合は、別紙様式による被推薦者名簿を添えて、11月 17日（金）《必着》までに、環境

調査研修所所長あて文書により通知すること。２名以上推薦する場合、被推薦者名簿に推薦希望の順位を示

すこと。 

   なお、送付は電子での提出を基本とする。【提出先】：KYOMU_KA@env.go.jp 

 

７．被推薦者が定員を超えた際の調整方法 

・同じ推薦機関で２名以上の希望があった場合、推薦希望順位を留意し、調整する場合がある。 

 ・定員を超えた場合、地方公共団体を優先させていただく場合がある。 

 ・被推薦者数を調整するに当たっては、過去の受講実績などを考慮する。 
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８．研修生の決定 

    環境調査研修所所長は、６の推薦に基づいて研修生を決定の上、推薦者にその旨を通知する。 

 

９．修了証書の交付 

   ・受講の状態（修了又は未修了）については、研修終了後、所属長に通知する。なお、所定の課程（原則とし

て１割以上欠課した者を除く。）を受講した場合に修了とする。 

  ・修了した場合、希望者に対して修了証書（電子データ）を交付する。 

 

１０．経費 

 次の経費は所属長の負担とする。 

  (1)往復に必要な旅費（ただし、環境省の職員については、環境調査研修所から支給する。） 

  (2) 滞在費（ただし、宿泊施設は環境調査研修所が借り上げるため、費用負担は不要。国家公務員（独立行政

法人の職員を除く。）については、日額旅費を環境調査研修所から支給する。） 

 

１１．日程 

 別添２「日程表（令和５年度国際環境協力基本研修）」のとおり。 

 

１２．研修実施方法 

 ・受講生は、環境調査研修所がYouTube 環境調査研修所公式チャンネル（※）に掲載する講義動画を集合研修

開始日前日までに視聴する。配信のURLは受講生決定後、対象者に通知する。 

 ・講義動画の視聴確認はアンケートへの回答により行う。アンケートの提出先、提出期限は別途連絡する。 

 ・集合研修は福岡県北九州市内において行う。集合場所・時間等は受講決定後に連絡する。 

（※）YouTube環境調査研修所公式チャンネル 

  https://www.youtube.com/channel/UC9ONhGSbfgGJ9MS2nLCFglQ 
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［令和５年度国際環境協力基本研修／教科内容］ 

 

教科目 時間 

 Ⅰ 国際環境協力の意義と実態を理解する  

1【動画配信】我が国の国際環境協力の現状と課題（基調講義） 

・我が国の環境行政の動向を学び、開発途上国等に対する我が国の環境協力の現状及び課題、今

後の方向性について、概要を理解する。 

 

1 時間30分 

2【動画配信】途上国の環境問題の現状とJICAの国際協力による取組 

・途上国における環境問題の実状と協力活動の実態について理解を深める。 

1時間30分 

3【動画配信】途上国の環境問題に対する我が国の自治体・地域レベルでの取組 

・途上国における環境問題の実状を踏まえて、我が国における自治体での取組事例やその意義を

学ぶ。 

1時間30分 

4【留学生とのディスカッション】 

・北九州市内の大学に留学している留学生との対話を通じ、海外の実態を理解する。 

1時間50分 

5【国際協力経験者とのディスカッション】 

・海外協力経験者との対話を通じて、海外協力の実態を理解する。 

1時間50分 

Ⅱ 国際環境協力のベースとなるフィールドについて学ぶ（北九州市の事例）  

 6【見学・学習】 

・北九州市における環境学習施設を訪問し、地域の環境関係の歴史と現状を理解する。 

1時間 

Ⅲ 国際環境協力の具体的な実施事業を知る  

7【事例紹介】福岡県、北九州市の国際環境協力事例紹介 

・自治体による具体的な取組事例を紹介し、自治体の環境協力の考え方を理解する。 

1時間50分 

8【事例紹介】草の根活動へのアプローチ 

・カンボジア国プノンペン都における廃棄物管理能力向上技術協力について学ぶ。 

 

9.【事例紹介】北九州市企業の海外事業展開と環境協力 

・北九州市企業の環境分野での海外事業展開について学ぶ。 

1時間10分 

 

 

1 時間 

 

 

10【活動紹介】日本の国際協力の現状と自治体への期待 

・JICAの国際協力の取組を学ぶとともに、自治体が国際環境協力に取組む意義を理解する。 

 

40 分 

Ⅳ 得られた知識を活用するために  

11【演習】講義、施設見学、対話を踏まえて、各自の今後の取組についてグループ討議 5 時間20分 

 

Ⅴ その他 

 開・閉講式、オリエンテーション 

40 分 

合計（時間） 19 時間50分 

 

 

（注）都合により一部変更になることがあります。 

※開講式は９時３０分から行います。 

※最終日の閉講式終了時刻は１２時００分頃を予定しておりますが、講義時間の延長等により若干遅れる場合が

あります。帰路の航空機、列車等の都合により、講義や閉講式等を欠席することは認めません。 


